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韓国語の漢字表記と日本語の漢字表記の対照・比較

-韓国語教材の作成に向けて(その 1)-

李 潤 玉

1 .本論の目的

日本人学習者にとって、韓国語は学びやすい言語の一つである O 筆者がこのよう

に主張する理由には、まず以下 (la-b)に示すように日本語と韓国語は似通った統

語構造を持っているということが挙げられる O

(1) a 日本語私は 花子 ですO

subject complement verb 

韓国語 斗tf 言ト工十五 官叫斗.

subject complement verb 

(1) b.日本語私は 料理を 作ります。

subject object verb 

韓国語 斗主ラ j主司吾 せ吾工-11:干.

subject object verb 

また、韓国語と日本語との聞には 「漢字を用いる」という共通点もある O これらの

ことから、日本人学習者にとって韓国語は親しみやすい言語のーっと言える O しか

し、二点目の「漢字を用いる」という共通点がかえって日本人学習者に混乱を及ぼ

してしまう可能性もある O それは、同一指示物を表す場合に、日本語の漢字表記と

韓国語の漢字表記とでは異なる漢字を用いる場合があるからである O 本論の目的は

日本語学習者が間違えやすい韓国語の漢字表記と日本語の漢字表記を対照・比較さ

せ、それぞれの表現が示す概念を分析することで、日本人学習者にとって有益な韓

国語教材を作成することである O l) 
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1.1. 具体例

では、本論で分析対象とする韓国語漢字表記と日本語漢字表記の実例の一部を以

下の表にまとめる O

<日本語漢字表記> <ハングル表記> <韓国語漢字表記>

出社 量三 出勤

退社 ~I召 退勤

円高 '2i!.Jl 円高

円安 包天イ 円低

敗jヒ :rrH I:lH 2) 敗北

下心 天12.1 底意

長所 天ト型 長点

短所 日百 短点

単位 主I主J 学点

メ五:;"'1千寸日 副主号 掠得

暗証番号 I::lI型自主 秘密番号

先祖 ー文ムー人oト 租上

授賞式 人|公判 施賞式

帰宅 干|フト 帰家

教頭 立百 校監

将来 天Cコト7\.、~ 将次

優先座席 フCコ~~人-「4 敬老席

金持 早川 富者

2. 方法論

本論文では、主に韓国語と日本語を分析対象言語とする O そこで、以下で述べる

二つの方法論を用いてこれらの両言語の類似点-相違点を分析する O その一つは認

知言語学である O 韓国語母語話者と日本語母語話者との表現における類似点と相違

点を明らかにするためには、 ir言語』 は 『人間のモノの見方』の表れである」 とい
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う認知言語学的見地からの分析が好ましいと考える(認知言語学については、

2.1.で詳述する。)0 また、もう一つの方法論は、漢字の解字を用いることである O

本論文の分析対象は漢字詰である O よって、それらの漢字がどのように成り立った

かを示す解字は、有力な資料となりうる C

2.1. 認知言語学

日本における外国語教育は偏に機械的丸暗記に頼ってしまう傾向にある O このよ

うな現状を打破するために、語学指導への認知科学の導入が図られている O 言語と

は人間の外界認識の表れであり、母語話者の大脳に潜む言語習得の装置を明らかに

することが言語教育においても重要になる O つまり、母語話者が如何に外界を認識

しているのか、ということが言語表現に反映されており、そのメカニズムを分析し

言語指導に応用することで、機械的丸暗記に頼らない言語表現の論理的解釈が可能

になる O

認知言語学的見地から日本語表現と韓国語表現を分析することで、両母語話者が

如何に外界の事象を捉えているのか、共通した捉え方をしている点や異なる捉え方

をしている点が浮き彫りになってくる O

2.2. 漢字の解字

本論文では韓国語漢字表記と日本語表現の比較・対照を行う O 漢和辞典で「安」

を引くと一つの漢字に、複数の意味 (字義)が与えられている O そのような記載の

具体例を以下(1)に示す。

(1)安

@やす-い (やすし)。やすーらか。

⑦ しずか。おだやか。「平安J

③落ち着く 。

⑤おもむろ O ゆるやか。

@やすーんずる(やすんず)。

⑦やすらかになる O 落ち着く O 静まる O 定まる O
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④やすらかにする O やすらかに治める o I治安」

⑤安心する O 満足する O

③楽しむ。好む

②甘んずる O

⑧おく (置)。すえる O

@やすらぎ。やすらかさ O 楽しみ。

@やすんじて。安心して。静かに落ち着いて。

@いず-くに (いづくに)0 いず-くにか(いづくにか)0 いず-くんぞ

(いづくんぞ)。

一 『新漢語林j(s.v.安)(下線筆者)

このような記載から、学習者は「安」という漢字が表す字義を知ることができる O

しかし、それぞれの字義の繋がりを導くことは出来ない。つまり、これらの記載を

機械的に丸暗記する他ないのである O このような機械的丸暗記学習を脱却するに

は、解字に注目する必要がある O 解字とは、その漢字の成り立ちを示すものである

ので、その漢字が持つ「原義Jを解字から窺い知ることが出来るのである O どのよ

うな漢字でも、その漢字が生まれた時には必ず唯一の意味を持っていたはずで、あ

るO そこから、意味拡張していく過程に「人間の認識」が反映されるのである O つ

まり、解字(原義)から派生した種々の意味は機械的丸暗記に頼ることなく、論理

的推論により導くことが出来るのである O

このような理由から、筆者は韓国語の漢字表記と日本語表現との比較・対照する

ための方法論として、「認知言語学」と「解字」を採用する O

3. 本論

では、上記の日本語表現と韓国語表現との対照表に示した漢字詰を上から順番に

分析する O

3.1. 日本語「出社J<=> r退社」と韓国語漢字表記「出勤J<=> r退勤」の分析

まず、上表中の日本語表現「出社」と 「退社」は対義関係にある表現である O し
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かし、「出社」と「退社」は表裏一体となってぴったり重なりあうような対義関係

とは言えない。このことは、以下 (la-b)に示す辞書記載からも明らかである O

(la)退社

回勤務している会社を辞めること o I一身上の都合でーするJI定年一」

。入社。

図その日の勤めを終えて会社から退出すること o I五時半にーするJ

O 出社。

一『大辞泉j(s.v.たいーしゃ[退社])

(lb)出社

会社に出勤すること o I午前九時にーするJI一時間」。退社。

一 『大辞泉j(s.v.しゆっーしゃ{出社])

まず (la) から、「退社」は二つの事象を表示することがわかる O それらは「会社

を辞める」事象と「その日の勤めを終えて会社から退出する」事象である O つま

り、「退社」という表現は ambiguous(暖味な)表現である O 他方、「出社Jは「会

社に出勤する」事象のみを表す。つまり、「出社Jと「退社」は単純な対義関係で

なく、以下 (2) に示すような関係性にある O

(2) 退社:会社を辞めること

会社から退出すること

入社:会社の社員になること

出社:会社に出勤すること

このような対義関係が生じる理由として考えられるのは、漢字 「退」が持つ概念が

漢字「入」、漢字「出」の両者のいずれとも相反する概念を持っているからである

と考えられる O そこで、これら三つの漢字の概念を明らかにするために以下

(3a-c)に、それぞれ 「退」、「入」、「出」の解字を示す。

A
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(3) a.退

会意。もと「日+久(とまりがちの足)+差 (足の動作)Jで、足がとまっ

て進まないことを示す。下へさがって、低い所に落ち着くの意を含む。

一 『漢字源j (s.v.退)(下線筆者)

(3) b.入

指示。 ↑型に中へっきこんでいくことを示す。また、入り口を描いた象

形と考えてもよい。内の字に音符として含まれる O

一 『漢字源j (s.v.入) (下線筆者)

(3) c.出

会意。足が一線の外にでるさまを示す。

一『漢字源j (s.v出)(下線筆者)

これらの解字から、 「退」は本来「足が止まる」事象を表した漢字であり、そこか

ら「しりぞく」概念を表示するに至ったことがわかる O ただし、この「しりぞく J

は「後退(あとずさ)り」の概念である O 他方、「入」は I(前向きに)中へっきこ

んでいく J事象を、「出」は「足が一線の外にでるさま」をそれぞれ漢字化したも

のである O つまり、「退」は「足が止まる」事象を示しているのに対し、「入」と

「出」はいずれも「足を進める」事象を表した漢字なのである O このような「退」

と「入J及び 「出」との原概念における対義関係があるからこそ、日本語表現にお

いて「退社Jq 1入社」、「退社Jq 1出社」という複雑な対義関係が生じるのであ

るO

また筆者は「退J、「入」、 「出」の解字から、「退」と概念的な対義関係が深いの

は「入」であると考える 3)。それは、「退」には 「足が止まる」事象から「後退り

する」、つまり「下へさがるJという意を含むようになった、と示されており、

「入」は「中へっきこんでいく」事象を示しているからである O つまり、「退Jが示

す方向性概念は「後」であり、「入」が示す方向性概念は「前」と言えるのであ

るO さらに言えば、「退J概念行為を遂行するには、「入」概念行為の遂行時と (移

動物の)体の向きが同じのまま正反対の移動をするのである o (1前後Jの方向性に

ついては 3.3.で詳述する。)このように、「退」と「入」からは、各々「後J1前」
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という方向性の対立関係が見てとれるのである O しかし、「出」には、そのような

「後退り」概念が包含する方向性と対義関係にある方向性概念はない。では、 「退」

と「入」とが対義関係にあるとして用いられている表現を以下 (4a-f) に示してお

くO

(4) a. 1退廷J~ 1入廷J(1出廷」が「入廷」と対義関係にないことは『大辞

泉』を参照)

(4) b. 1退室J~ 1入室J(1*出室J)

(4) c. 1退会J~ 1入会J(1*出会J)

(4) d. 1退場J~ 1入場J(1出場」は 「欠場」と対義関係にあることは『大辞

泉』を参照)

(4) e. 1退院J~ 1入院J(1*出院J)

(4) f. 1退団J~ 1入団J(1*出回J)

また以下 (5a-b)に示すように、漢字「退」は漢字「進」とも対義関係語として用

いられる O これは、「退」がもっ「後ろ(へ退く )J事象を示す一方で、「進」が

「前 (へ進む)J事象を表すからである O

(5) a. 1退路J~ 1進路」

(5) b. 1退歩J~ 1進歩」

これらの対義関係からも、「退」が「後」という方向性概念をもっていることが明

らかになる O

すでに述べたように日本語の「退社」は唯一の対義表現をもっているわけではな

い。それは、「退社」とい う表現が ambiguous(暖味な)表現だからである O 他方、

韓国語漢字表記の対義関係は「出動J~ 1退勤Jであり、どちらの表現も

ambiguousでなく、両者の意味が明確に認識できる O
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3.2. 日本語「円安J~ I円高」 と韓国語漢字表記「円低J~ I円高jの分析

次に、日本語表現「円安J~ r円高」と韓国語漢字表記「円低J~ r円高」のそ

れぞれの対義関係について論じる O まず、韓国語漢字表記を分析するために、「低」

と「高Jの漢字辞典における解字の記載を以下 (la-b)に示す。

(1) a.低イ互

形成。人+尽⑧。音符の尽は、そこの意味。人の中でも背丈が底のも

の、ひくいの意味を表す。

-r新漢語林J(s.v.低イ互)

(1) b.高 高

象形。高大な門の上の高い楼の形にかたどり、たかいの意味を表す。

一 『新漢語林J(s.v.高高)

韓国語漢字表記で用いられる「低」と「高Jの解字に着目すると、 「低Jは「人の

背丈が低い」ことを示し、 「高」は「建物 (門)の高さが高い」ことを示している

ことがわかる O もともと、「低Jと「高Jの両漢字が指し示す対象物は異なり、そ

れぞれ「人」と「建物」の高さを示していたが、両漢字ともに或るもの「高さ」を

示した漢字であることには相違ない。この点で韓国語漢字表記の「円低J~ r円
高」は論理的に解釈できる O

他方、日本語表記の「円安J~ r円高」における「安」と 「高」とには一見する

と論理的な対義関係がないように思われる O そこで、このような対義関係が生じる

メカニズムを解明するために、漢字「安」の解字を以下 (2a-b)に示す。

(2) a.安

会意。「ん(やね) +女」で、女性を家の中に落ち着かせたさま O

一 『漢字源J(s.v安)(下線筆者)

(2) b.安

会意。ん+女。家の中で女性がやすらぐさまから、やすらかの意味を

表す。
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-r新漢語林j(s.v.安)(下線筆者)

これらの解字から、「安」は本来、女性が「落ち着く」様子や 「やすらぐ」様子を

表していることがわかる O これは、「高」の対義概念とは関係ないようにも思われ

るが、「落ち着く」様子や「やすらぐ」様子は「下方向J概念を表示する O 女性が

家の中で炊事・掃除・洗濯などの家庭の仕事 (housework)をする場合、主に「立

姿勢」をとって行う O そして、その合間や仕事を終えた後に、「座姿勢」や「横臥

姿勢」をとって、落ち着いたりやすらいだ りするのである O つまり、漢字「安」は

「立姿勢」から「座姿勢」ゃ「横臥姿勢」への「下方向」の姿勢変化を合意するの

である O ここから、「安」が「下方向」表示語であり、「低」と概念的に並行する部

分があるといえる O では、以下に「円安J<=> I円高」の他に「安」と「高Jとが対

義関係として用いられている表現を以下 (3a-b)に挙げておく O

(3) a. I安値J<=> I高値」

(3) b. I安価J<=> I高価」

3.3. 日本語と韓国語漢字表記「敗北Jの分析

次に、日本語漢字表現と韓国語漢字表記「敗北」の分析に論を移す。この共通す

る漢字表現における「敗」と「北」との概念的結びつきを明らかにするためには、

「北」と「背」との概念的 (または、漢字使用民族のモノの捉え方・考え方におけ

る)結びつきを論じなければならない。その理由を明らかにするためにまず「北」

と「背」の解字を以下 '(4a-b)にそれぞれ示す。

(4) a.北

会意。人+ヒ O 二人の人が背をむけている、そむくの意味を表し、転

じて、逃げるの意味を表す。また、人は明るい南面に向いているのを好

むが、そのとき背にする方、きたの意味を表す。

-r新漢語林j(s.v.北)(下線筆者)

(4) b.背
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形声。月 (肉)+北⑤。音符の北は、人の背の方、きたの意味。肉体の

うちのせなか・せなかにする・そむくの意味を表す。

一 『新漢語林J(s.v.背) (下線筆者)

これらの解字から、「人が南を向いている時に背にする方角が北」であることがわ

かる O われわれ人間の身体は 「前面JI後面」と 2つの「側面」の4つの面から

成っている O これらの面の中で、人聞がどの面を 「前面」と捉えるかの基準になる

のは 「顔Jの存在である O このように、「人 (の前面)がどちらを向いているか」

を判断する場合、人間は「人の顔」がついている方向を基準にするのである O さら

に言えば、視覚動物である人間は「目」のついている面を「前面」と考えるのであ

るO この顔の 「前面」と「後面」の捉ぇ方は、日本語、韓国語の漢字表記において

だけではなく、以下 (5a-b) に示す英語表現にも表れている O

(5) a. forehead :前頭部

(5) b. the back of the head :後頭部

このように顔/目のついている面は forehead(前頭部)と認識され、顔/目のつ

いていない面は theback of the head (後頭部)と認識されるのである O この「前

後の方向付け」と「顔/ 目 J との関係性に対する認識は日本語の I~向き J を用い

た表現にも表れる O これに関しては上野他 (2002)に優れた論考がある O 以下の筆

者の論述は同書に準拠するものである O まず、以下の実例 (6a-b)に着 目する O

(6a)花子の家は東向きです。

(6b)太郎の部屋は西向きです。

(6a-b)の日本語表現は自然であるが、以下 (7) は不自然な表現となる O

(7) ?次郎の部屋の(窓も戸も無い)壁は南向きである O
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(6a-b)と (7)とでは、どのような相違があるかを論述するために、まず (6a-b)

が以下 (6a-b)，の省略文であることを示す。

(6) a.'花子の家 (の正面玄関)は東向きです。

(6) b.' 太郎の部屋 (の窓)は西向きです。

このような表現が可能になるのは日本語母語話者が「家/窓は人間である。」と見

立て、「正面玄関」を「家全体の前面J、そして「窓」を 「部屋の前面」と捉えてい

ることの表れである O つまり、「壁」を 「部屋の前面」と認識することはないので

ある O このような「家/窓」に対する認識は以下 (8a-c)に示すように英語にも共

通している O

(8a) Hanako's house faces east. 

(8b) The window of Taro's room faces west. 

(8c) ?The wall of Jiro's room faces north. 

このように「家/部屋」が或る方向を向く場合には、動詞 faceが用いられる O こ

のfaceは (9)に示す歴史を持っている O

(9) 7 {1594} (-ーに)顔を向ける

8 {1632} ...の方向に向く、...に面する;(建物等がある方向に)向いて

いる

一寺津(編) (1999) (s.v. face) 

動詞 faceは名詞の face(1290年頃初出)に由来する O これらの事から、英語母語

話者も建物の「正面玄関/窓」を「顔」として捉えていることが明らかになる O こ

れは、以下 (10)に示す言語表現にも通ずる O

(10)正面玄関:front door 

oo 
po 

( 35 ) 
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家の正面玄関は常に frontで表されることも、「玄関J= I前面」という認識の表

れである O また、 windowの歴史を遡っても「窓」と「前面」との概念的結びつき

が垣間見える O 以下 (11)の記載に着目する O

(11) window n. 

く ?a1200 Ancrene Riwle )>窓

ME windogロ ONvindaugaι vidr‘wind' (風)+仰:ga'eye' (日)

cf. eagtyrel (窓)ι eage' eye' +tyrel 'hole' 4) 

一寺津 (編) (1999) (s.v. window) 

この記載から、「窓」と「目」とが歴史的に深いつながりを持っていることが立証

できた。つまり、「家(正面玄関)Jや「窓」は人間の前面に見立てることが出来る

「正面 (front)Jや「目 (eye)Jに対応する概念を持っているが、「壁」からはその

ような概念を見出すことは出来ない。したがって、 (7) や (8c) の表現は極めて不

自然な表現と見なされるのである O

さらに、日本語には比除的な意味で「向き」が以下 (12a-b)のように使われる

ことがある O

(12a)花子はセールス向きです。

(12b)太郎は農業に向いていません。

これらの「向」は、以下 (12a-b)，のようにしばしば「適」概念で言い換えられる

ことカ宝ある O

(12a)' 花子はセールス適しています。

(12b) ，太郎は農業に不適です。

しかし、「向」概念とは本来は既述した「人聞が正面を向ける」、つまり「顔/目を

向ける」という物理的な方向性を土台にしたメタファーと捉えることが出来る O こ

( 36 ) ウ
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の「向」の物理的事象を示す概念は以下 (13a-b)のような表現からも浮き彫りに

なる O

(13a)花子はセールス向きなので、セールス活動に前向きです。

(13b)太郎は農業に向いていないので、農作業に後ろ向きです。

これらの表現から「向Jが 「体の前面を向ける」概念を持っているとわかる O また

「不向き」を表す表現には、以下 (14a-b)のようなものもある O

(14a)太郎は農業に向いていないので、農作業に背を向けている O

(14b)太郎は農業に向いていないので、農作業から目を背けている O

このように、「不向き」は、「体の前面を向けないJイメージや「体の前面について

いる日を向けないJイメージで捉えられるのである O

これらの論述から、「北Jと 「背Jとの概念的結びつきが明らかになってくる O

つまり、人聞は日が照り好ましく思う南へ「前面」を向けるのである O 結果とし

て、「後面」つまり「背」が「北」を向くことになる O このような、人間の「前後

の方向付け」と「向き・不向き」の観点を関連付けることで日本語漢字表現と韓国

語漢字表現「敗北」における「敗」と「北」との概念的結びつきを理解することが

出来るのである o (次号に続く)

〈注〉

1) I (その 2)Jは1.1 の I(日)下心」から I(日)金持Jまでの 13項目を扱う o I (その

3)J以降については、現在、整理中である O

2)ハングル表記 iTIH~H [pebeJ Jの漢字語表記は日本語と同様 「敗北」である D にもかか

わらず本論で取り上げた理由はこの「北」の漢字詰の読みが極めて特殊だからである。

韓国語の漢字語はハングル同様、一文字に対して一つの読みを持つのが普通で、例外と

して授業中に提示するのは次の (1)~ (4) くらいであろうか。

po 
p
h
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~ [kimJ 固有名詞に限る

量 [pulJ

EH [teJ 

コ1[gaJ 

「北」の漢字語読みは「南北 [nambukJJのように [bukJであり、「敗北 [pebeJJと読

むのは非常に稀である。

3) もちろん、「出」と 「退」とが対義関係となっている他の表現もある O その一例が、「出

陣J<=> 1退陣」である。以下 (la-b)に 「出陣」と「退陣」の 日本語の辞書記載をそれ

ぞれ示す。

(1) a.戦いや試合に出向 くこと口戦場に向かうこと。「学徒 J 1一式」

一 『明鏡国語辞典j(s.v.しゆっ -じん [出陣])

(1) b.O陣地から軍隊を後方にしりぞかせること D

一 『明鏡国語辞典j(s.v.たい じん[退陣])

このように「出」と 「退」とを対義関係として用いる日本語表現はあるものの、本論で

述べたように「退」と「入」との対義関係の方が結び付きが強いと思われる O

4) 日本語でも次のような表記が見られる O

① まー ど [窓菌・×臓]

((1ま(目)と(門)Jの意》

一 『大辞泉』

② まど [窓・箇・牌、 ・踊}
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((1目門」また 「間戸」 の意か》

一 『大辞泉』

英語windowの語源と並行させて、日本語「窓」の語源を上出①、②に共通する 「目+

門」として論を進める口
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